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大阪医療福祉専門学校

教務部長 平木たい子



お話しする内容

１．教育理念と取り組み

２．モチベーション低下を招く時期と要因

３．国家試験合格へのサポート体制

４．コロナウイルスへの対応

５．保護者の皆様へお願い



１．教育理念と取り組み



滋慶学園グループの建学の理念

保護者

ミッション（教育使命）：職業人教育を通じて、社会に貢献する



人間教育 ～医療人の基礎をつくる～

学内だけでなく家庭内含めて習慣化を！

礼儀・マナー
掃除



入学前：
全学プレカレッジ

他者と協力する力

初年次学年（前期）：
コミュニケーション技法

自己・他者理解

初年次学年（後期）：
キャリア教育

キャリアビジョン

医療現場でチームの一員となる為のコミュニケーション力UP



職業人像の明確化・確立

（キャリア設計）

実学教育



中間学年（前期）

情報の共有

問題点の抽出

課題の検討

方向性の決定患者・家族

理学

作業

言語

視能
医師
事務



最終学年（前期・後期）：長期臨床実習

学生が臨床の現場へ 指導者の下
評価・治療技術の実践・習得



AP：アドミッションポリシー CP：カリキュラムポリシー DP：ディプロマポリシー

１）人に対して敬愛の念と感謝の気持
ちを持てる人

２）チームワークに必要な協調性を持
てる人

３）医療・福祉領域で社会に貢献した
いと考える人

４）自律的な問題解決能力を有し、将
来に対して目的、目標を持てる人

１.キャリア教育を通して社会人基礎力と
社会における使命感を育成するプログ
ラムを提供する。

２.国際的な視野を持ち，豊かな人間性を
養うプログラムを提供する。

３.医療福祉のプロフェッショナルに必要
な知識と技術および技能を身につける
為のカリキュラムとを提供する。

１.豊かな人間性と何事にも主体的に取り組む
ことができる能力を有していること。

２.組織やグループの中でリーダーシップや
フォロアーシップを発揮できること。

３.医療福祉のニーズに柔軟に対応でき，社
会・地域に貢献できる能力を有しているこ
と。

４.専門職として知識・技術・態度を身につけ
ていること。

５.チーム医療に必要なコミュニケーション能
力を有し，他の職種と協働できる能力を有
していること。

入学前から卒業後にかけてのフロー教育

入学前 初年次学年 中間学年 卒業学年 卒業（生涯学習）

体験学習
適性AO入試
全学ﾌﾟﾚｶﾚｯｼ
学科ﾌﾟﾚｶﾚｯｼ
学習ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼｰﾄ
入学前ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

専門基礎科目
救急法救急員取得
新入生研修
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技法
ｷｬﾘｱ教育
面接OCSE
臨床現場見学実習

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動（社会貢献・地域貢献）

専門科目
チーム医療論
技術OCSE
臨床現場評価実習
卒業研究発表会見学
海外研修

専門科目
長期臨床実習
就職活動
卒業研究発表会
新入職者特別研修

全学同窓会
ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ研修・ﾅｲﾄｾﾐﾅｰ
ｾﾞﾈﾗﾘｽﾄ研修

実習提携ｾﾐﾅｰ
大阪滋慶学園ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾐﾅｰ
滋慶医療大学院大学

（キャリア形成） （キャリア設計） （キャリア開発）



２．モチベーション低下を招く
時期と要因



6           7           8           9 10         11 12 1        2 3

勉強から逃げだしたいシンドローム (初年次・中間年次実績)

前期末試験
シンドローム

評価拒否
シンドローム

【月】

【人】

棒グラフが高くなる前後に注目して、学生面談や補習など実施！



モチベーションアップのための施策

【学習面サポート】

1年次からの基礎学力チェックと底上げ

小テスト、CBT

放課後補習、寺子屋

模擬試験、実力試験

【学習意欲向上】

将来が見える授業・講義

早期から実技演習

アクティブ・ラーニング、グループワーク

授業アンケート

キャリア教育
【メンタル面】

学生サポートアンケート

担任制、定期面談

スクールカウンセラー（SSC）



３．国家試験合格へのサポート体制



スマホアプリ

試験の傾向・分析

学生の能力・ﾃﾞｰﾀ分析

滋慶グループ 統一模試

国家試験 対策

J-WEB

国家試験対策センター
全国８１校の教育機関



４．コロナウイルスへの対応

2つの学校指針
・医福モデル（授業形式）
・学生注意事項



学生各位
大阪医療福祉専門学校

新型コロナウイルス対策委員会
新型コロナウイルス感染防止に対処した授業に関する学生注意事項 Ⅸ

令和５年３月13日以降、マスク着用に関しては、個人の主体的な選択を尊重し、個人の判断に
委ねることになりました。医療専門職を目指している学生として、以下の注意事項を守って行動
してください。

記

注意事項
１．マスク着用に関しては、自己判断とする。
ただし、演習（GW含む）・実習授業時は、マスク着用をすること。

２．通学ラッシュ時など、混雑した電車・バスに乗車する時は、マスクの着用を推奨する。
３．37℃以上の発熱や風邪症状が認められる場合は、必ず学校へ連絡し欠席すること＊。
原因が分かるまでは、自宅待機とし静養に努め、原因が分かり次第学校へ報告すること
注）*直近2週間の検温による平熱が37℃以上あることが証明できる場合はこの限りでない



公欠に関して（令和5年5月8日 新型コロナウイルスが5類引き下げになるまで）
以下に該当する場合は、公欠扱いとする。
１．学生本人や同居家族に発熱・風邪症状があるとき

原因が分かるまでの期間と原因が新型コロナウイルスを含む法定伝染病の場合
２．同居家族にコロナウイルス濃厚接触者が出たとき

家族のPCR検査陰性が証明されるまでの期間
若しくは、住居内で感染対策を講じた日から５日間（６日目解除）

３．学生がコロナウイルス濃厚接触者に特定されたとき
当該感染者の発症日（当該感染者が無症状（無症状病原体保有者）の場合は検体採取日）又は当該感染者
の発症等により住居内で感染対策を講じた日のいずれか遅い方を０日目として、５日間（６日目解除）

４．学生がコロナウイルスに感染したとき
医師および保健所から外出許可指示が出るまでの期間

５．コロナワクチン接種時とそれに起因すると思われる副反応がみられたとき
６．その他
発熱・風邪症状発症後、学生自身がPCR検査を受けることができない場合の対応
①抗原定性検査にて陽性の場合は、コロナ陽性とみなす。
②症状発症日を０日とし、2日目・3日目の抗原定性検査にて2回連続陰性の場合は
コロナ陰性とみなし、症状消失後、登校を許可する。
③臨地実習にかかわる場合は、実習施設の基準に従う。
注）いずれの場合も学校に報告し、指示を仰ぐこと 以上

5月8日以降
コロナ陽性時のみ公欠
（インフルエンザと同等）

改めてホームページに掲載
https://www.ocmw.ac.jp/



５．保護者の皆様へお願い
入学生全員が夢をかなえるために・・・

●生活習慣を身につける。

朝食をとらせる。

７時間睡眠（12時には寝ている）をとる。

●勉強ができる環境を整える。（机周り、部屋の整理、Wi－Fi環境）

毎日机に座る習慣を身につける（勉強への声かけをお願いします）。

●気になることがあれば担任や学科長にご相談ください。

➡生活習慣が身についていない学生は、

学習習慣は身につかない。



大阪医療福祉専門学校は

学生ひとりひとりを大切に！

夢を現実に！

保護者の皆様と一緒にサポートして参りますので

今後ともご理解ご協力のほど宜しくお願い申し上げます
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